
一
、
緒

言

（
�
）

（
�
）

清
代
に
お
い
て
全
国
を
二
分
す
る
大
商
人
に
山
西
商
人
と
徽
州
商
人
が
い
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
徽
州
に
は
六
邑
と
し
て
歙
縣
、
休
寧
縣
、
續

渓
、

縣
、
祁
門
、

源
が
あ
っ
た
。
地
理
的
状
況
を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
中
央

か
ら
や
や
東
方
に
徽
州
府
城
が
あ
り
そ
の
附
郭
に
歙
縣
が
、
そ
の
西
に
休
寧
縣

が
、
休
寧
縣
の
北
西
に

縣
、

縣
の
や
や
南
西
に
祁
門
縣
、
徽
州
府
城
か
ら
南

西
に

源
縣
が
、
徽
州
府
城
か
ら
東
北
に
績
渓
縣
が
あ
る
関
係
に
な
る
。
そ
の
た

め
徽
州
商
人
と
一
括
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
各
縣
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
徽
州
の
各
邑
出
身
の
商
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

特
色
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
充
分
に
検
討
さ
れ
ず
、
看
過
さ
れ
て

き
た
。

そ
こ
で
徽
州
各
邑
の
商
賈
の
特
徴
の
一
端
と
し
て
徽
商
の
有
力
な
輩
出
地
で
あ

る
歙
縣
の
場
合
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。

明
代
徽
州
府
の
地
誌
で
あ
る
弘
治
『
徽
州
府
志
』
巻
一
、
風
俗
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。

（
�
）

讀
書
力
田
、
間
事
商
賈
。

と
あ
り
、
一
般
的
に
徽
州
の
人
々
は
商
賈
と
な
り
商
業
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
に
こ
の
部
分
の
割
注
に
次
の
よ
う
に
見

ら
れ
る
。

舊
志
、
六
縣
山
壤
限
隔
、
俗
或
不
同
、
歙
附
郭
、
其
俗
與
休
寧
近
、
讀
書
力

田
、
間
事
商
賈
。
續
渓
之
俗
、
有
二
、
徽
嶺
以
南
、
壌
痩
而
民
貧
、
嶺
北
壌

沃
而
民
饒
、

則
民
撲
而
儉
、
不
事
商
賈
、
祁
門
則
土
隘
、
俗
尚
勤
儉
、
男

耕
女
績
、
以
供
衣
食
、

源
乃
文
公
、
桑
梓
之
郷
、
素
習
詩
禮
、
不
尚
浮

（
�
）
費
。

徽
州
に
は
六
邑
と
し
て
歙
縣
、
休
寧
縣
、
續
渓
、

縣
、
祁
門
、

源
が
あ
っ

た
。
中
央
か
ら
や
や
東
方
に
徽
州
府
城
と
附
郭
の
歙
縣
、
西
に
休
寧
縣
が
、
休
寧

縣
の
北
西
に

縣
、

縣
の
南
西
に
祁
門
縣
、
徽
州
府
城
か
ら
南
西
に

源
縣

が
、
東
北
に
績
渓
縣
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地
理
的
状
況
が
異
な
る
た
め
、
風
俗

も
相
違
し
、
商
賈
を
最
も
多
く
輩
出
し
た
の
は
歙
縣
と
休
寧
縣
で
あ
り
、
両
地
の

出
身
者
が
多
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
で
に
休
寧
縣
出
身
の
徽
商

（
�
）

の
上
海
を
拠
点
に
木
綿
布
を
扱
っ
た
汪
寛
也
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
血
縁
、
地
縁

な
ど
宗
族
の
結
束
の
固
い
中
国
の
商
人
の
特
性
と
し
て
、
各
商
人
の
特
性
を
明
ら

か
に
す
る
に
は
、
個
個
の
商
人
の
実
態
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
徽
州
六
邑
の
中
で
も
清
代
に
お
け
る
歙
縣
に
限
定
し

清
代
徽
州
に
お
け
る
歙
商
の
活
動
領
域

松

浦

章
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て
、
商
賈
と
し
て
商
業
活
動
を
行
っ
た
実
態
を
追
求
す
る
一
方
法
と
し
て
民
国

『
歙
縣
志
』
に
見
ら
れ
る
伝
記
記
述
を
中
心
に
考
察
し
た
。

二
、
明
代
徽
商
の
商
業
活
動

明
代
の
嘉
靖
・
萬
暦
時
期
の
徽
州
商
人
の
諸
活
動
を
知
る
史
料
と
し
て
汪
道
昆

（
�
）

の
『
太
函
集
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
徽
州
人
の
伝
記
の
中
に
、
徽
州
商
人

の
明
代
に
お
け
る
商
業
活
動
を
記
し
た
具
体
的
史
料
が
見
ら
れ
る
。

『
太
函
集
』
巻
五
六
，「
明
故
新
安
衛
鎭
撫
黄
季
公
配
孺
人
汪
氏
合
葬
墓
誌
銘
」

に
よ
れ
ば
、

從
兄
賈

、
賈
台
、
賈
甄
、
賈
括
、
賈
姑
孰
、
賈
淮
海
、
賈
金
陵
。
卜
地
利

而
地
遷
、
相
時
宜
而
與
時
逐
。
善
心
計
、
操
利
權
如
持
衡
、
居
數
十
年
、
累

（
�
）

鉅
萬
。

と
あ
り
、
黄
彦
修
の
從
兄
は
商
人
と
な
り
、
徽
州
の

源
縣
や
浙
江
沿
海
の
台
州

府
、
温
州
府
、
中
部
の
處
州
府
、
江
蘇
の
蘇
州
府
、
常
熟
縣
、
兩
淮
そ
し
て
南
京

と
各
地
の
地
の
利
を
求
め
て
移
動
し
、
時
局
を
鑑
み
て
計
画
を
た
て
、
利
権
を
得

て
、
数
十
年
の
間
に
鉅
萬
の
富
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。

『
太
函
集
』
巻
五
一
、「
明
故
太
學
生
潘
次
君
曁
配
王
氏
合
葬
墓
誌
銘
」
に
よ
る

と
、

處
士
（
潘
仕
）
賈
昌
江
、
居
陶
器
、
分
道
並
出
、
南
售
浙
江
、
北
售
鑾
江
、

次
君
以
三
江
相
距
各
千
里
而
遙
、
左
右
狼
顧
懼
不
相
及
、
非
策
也
。
鑾
江
爲

江
淮
都
會
、
當
舟
車
水
陸
之
衝
、
其
併
浙
江
歸
鑾
江
、
於
策
便
。
既
又
以
古

之
貨
殖
者
必
因
天
時
、
乗
地
利
、
務
轉
轂
、
與
時
逐
。
毋
繋
一
遇
。
於
是
以

（
�
）

盬
筴
賈
江
淮
、
質
劑
賈
建
業
、
粟
賈
越
、
賈
呉
。

と
あ
る
。
潘
仕
は
、
初
め
は
江
西
の
昌
江
に
赴
き
陶
器
を
扱
っ
た
。
す
な
わ
ち
景

徳
鎮
を
拠
点
に
瓷
器
の
商
い
を
行
い
、
そ
の
瓷
器
を
浙
江
や
南
京
へ
販
売
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
南
京
を
拠
点
に
浙
江
と
も
取
引
し
、
好
機
を
得
て
、
江
淮
に
お
い

て
盬
を
扱
い
、
ま
た
南
京
で
は
薬
剤
を
、
浙
江
、
江
蘇
に
は
米
穀
を
と
そ
の
商
業

取
引
を
拡
大
し
て
い
る
。

『
太
函
集
』
巻
五
二
、「
明
故
明
威
將
軍
新
安
衛
指
揮
僉
事
衡
山
程
季
公
墓
誌

銘
」
に
よ
る
と
、
程

は
、

少
孤
、
不
能
事
六
籍
、（
中
略
）
歙
歳
入
不
足
以
當
什
一
、
其
民
什
三
本

業
、
什
七
化
居
、
吾
其
爲
遠
游
乎
。
乃
東
出
呉
會
、
盡
松
江
、
遵
海
走
維

揚
、
北
抵
幽
薊
、
則
以
萬
貨
之
情
可
得
而
觀
矣
。
吾
其
坐
而
策
之
、
東
呉
饒

（
�
）

木
棉
、
則
用
布
、
維
揚
在
天
下
中
、
則
用
盬
筴
。

と
あ
る
よ
う
に
、
程

は
若
く
し
て
孤
児
と
な
り
、
商
業
活
動
で
身
を
立
て
る
こ

と
を
考
え
、
蘇
州
、
松
江
さ
ら
に
揚
州
そ
し
て
北
京
か
ら
河
北
に
至
っ
た
。
程

は
、
江
南
で
は
木
綿
や
木
綿
布
を
扱
い
、
そ
し
て
揚
州
に
お
い
て
は
全
国
に
販
路

を
有
す
る
盬
を
扱
っ
て
い
た
。

『
太
函
集
』
巻
四
二
、「
明
故
處
士
前
洲
汪
季
公
行
狀
」
に
よ
る
と
、
汪
琨
は
、

翁
（
汪
琨
）
既
服
賈
、
察
三
子
能
修
其
業
、
則
釋
業
授
之
、
於
是
賈
閩
、
賈

（

）

呉
、
業
駸
駸
起
、
以
盬
筴
賈
淮
海
江
漢
、
並
起
不
貲
。

と
あ
る
よ
う
に
、
汪
琨
は
商
賈
と
な
り
、
そ
の
子
供
等
も
そ
の
業
を
嗣
い
で
、
そ

の
活
動
域
は
福
建
、
江
蘇
に
及
び
、
つ
い
に
盬
業
を
本
業
と
す
る
に
至
っ
て
い

る
。『

太
函
集
』
巻
四
〇
、「
儒
俠
傳
」
に
見
る
方
景
眞
は
、

景
眞
年
踰
舞
象
、
出
儒
入
商
、（
中
略
）
北
游
臨
清
之
滸
市
、（
中
略
）
景
眞

（

）

故
在
荊
州
、
將
以
賈
茶
入
蜀
、
資
斧
菫
菫
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
活
動
域
は
広
範
囲
に
及
び
、
北
は
山
東
の
臨
清
、
西
南
は

四
川
ま
で
及
ん
で
い
た
。

萬
暦
己
酉
（
三
七
、
一
六
〇
九
）『
歙
志
』
巻
一
〇
、
貨
殖
に
よ
れ
ば
、
明
代

徽
州
歙
縣
商
賈
の
活
動
領
域
に
関
す
る
地
域
が
記
さ
れ
て
い
る
。

今
之
所
謂
都
會
者
、
則
大
之
而
爲
兩
京
、
江
浙
、
閩
廣
諸
省
、
次
之
而
爲
蘇

松
、
淮
揚
諸
府
、
臨
清
、
濟
寧
諸
州
、
儀
眞
、
蕪
湖
諸
縣
、
瓜
州
、
景
徳
諸

（

）
鎭
。

萬
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
当
時
の
歙
縣
の
み
な
ら
ず
徽
州
人
に
と
っ
て
の

都
会
と
は
北
京
や
南
京
、
江
蘇
の
諸
都
市
、
浙
江
は
杭
州
、
福
建
こ
の
場
合
は
福

州
、
廣
東
は
廣
州
な
ど
が
大
都
会
で
あ
り
、
揚
州
や
山
東
の
臨
清
、
濟
寧
が
、
つ

い
で
長
江
と
大
運
河
が
交
叉
す
る
儀
眞
そ
し
て
長
江
域
の
蕪
湖
さ
ら
に
瓜
州
や
瓷

器
生
産
の
景
徳
鎮
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
歙
縣
の
商
賈
達
は
、
そ
れ
ら
の
地
だ

け
で
は
な
く
辺
鄙
な
地
ま
で
赴
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
に
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。故

邑
之
賈
、
豈
惟
如
上
所
稱
大
都
會
者
皆
有
之
。
即
山
陬
、
海

、
孤
村
、

（

）

僻
壤
、
亦
不
無
吾
邑
之
人
。
但
云
大
賈
則
必
據
都
會
耳
。

歙
縣
出
身
の
商
賈
達
は
、
北
京
、
南
京
な
ど
の
大
都
市
の
み
な
ら
ず
山
村
、
海

辺
、
僻
地
の
村
落
ま
で
赴
き
、
彼
等
の
赴
か
な
い
地
は
無
い
と
ま
で
言
わ
れ
た

が
、
し
か
し
大
都
市
は
大
商
人
が
根
拠
地
と
し
て
い
た
。

（

）

こ
れ
ら
商
賈
の
商
業
形
態
は
、
走
販
、
団
積
、
開
張
、
質
劑
、
回
易
と
の
五
種

の
形
態
が
あ
っ
た
。
走
販
は
各
地
に
赴
い
て
商
品
を
販
売
す
る
い
わ
ゆ
る
客
商
で

あ
り
、
団
積
は
廉
価
で
仕
入
れ
て
高
価
で
販
売
す
る
商
業
行
為
、
開
張
は
店
舗
を

開
設
し
て
営
業
活
動
を
行
い
、
質
劑
は
為
替
業
務
な
ど
の
金
融
取
引
を
お
こ
な
う

（

）

こ
と
、
回
易
は
交
易
、
貿
易
行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
営
業
活
動

が
、
徽
商
の
根
幹
と
す
る
商
業
活
動
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
歙
縣
出
身
の
商
賈
に

も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
商
業
行
為
に
よ
っ
て
、
徽
州
歙
縣
出
身
の
商
賈
は
全
国
展
開
を
行

っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
清
代
徽
州
歙
商
の
活
動
領
域

つ
い
で
、
清
代
に
お
け
る
歙
縣
の
商
賈
達
の
商
業
活
動
の
実
態
を
探
る
方
法
と

し
て
、
清
代
歙
縣
出
身
者
の
伝
記
史
料
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

民
国
二
六
年
（
一
九
三
七
）『
歙
縣
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
風
土
に
、

（

）

邑
俗
四
郷
不
同
、
東
接
續
渓
、
習
尚
儉
樸
、
類
能
力
田
服
賈
、
以
裕
其
生
。

と
あ
り
、
歙
縣
の
四
郷
も
風
俗
を
異
に
し
、
一
部
は
商
賈
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
さ
ら
に
、

（

）

農
家
事
倍
功
半
、
故
健
者
多
遠
出
爲
商
賈
焉
。

と
、
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
は
、
生
産
性
が
高
く
な
く
、
健
康
な
人
々
は
遠

く
異
域
に
商
賈
と
な
っ
て
活
動
の
場
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
衛
哲

治
が
「
恵
濟
倉
題
疏
」
に
お
い
て
、

竊
照
徽
州
府
屬
山
多
田
少
、
所
出
米
穀
、
即
年
歳
豊
稔
亦
僅
、
供
數
月
民

（

）

食
、
毎
毎
仰
給
鄰
封
江
西
、
浙
江
等
處
販
運
接
濟
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
徽
州
府
は
山
が
多
く
田
地
が
少
な
い
た
め
、
生
産
さ
れ
る
米

穀
は
、
豊
年
の
歳
で
も
居
住
す
る
人
々
の
数
ヶ
月
分
の
生
産
量
で
し
か
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
近
隣
の
江
西
や
浙
江
に
供
給
を
仰
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
風
土
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

田
少
民
稠
、
商
賈
居
十
之
七
、
雖
滇
黔
閩
粤
秦
燕
晉
豫
、
貿
遷
無
不
至
焉
、
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淮
浙
楚
漢
又
其
邇
焉
者
矣
。
沿
江
區
域
、
向
有
無
徽
不
成
鎭
之
諺
、
歙
爲
首

（

）

邑
則
歙
人
之
善
賈
、
又
其
明
證
也
。

歙
縣
全
域
で
は
田
土
が
少
な
く
人
々
が
多
く
、
商
賈
と
な
る
も
の
は
働
き
手
と

な
る
年
齢
の
主
に
男
子
の
七
割
に
及
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
赴
く

と
こ
ろ
は
雲
南
、
四
川
、
福
建
、
廣
東
、
陝
西
、
河
北
、
山
西
、
河
南
な
ど
が
交

易
の
地
と
な
り
、
両
淮
や
浙
江
、
湖
南
、
湖
北
な
ど
は
比
較
的
近
い
と
見
ら
れ
、

さ
ら
に
長
江
流
域
の
全
域
も
徽
州
人
が
居
な
い
所
が
無
い
と
ま
で
言
わ
れ
た
と
さ

れ
る
。

そ
こ
で
、
清
代
の
歙
縣
の
商
賈
達
が
ど
れ
ほ
ど
、
商
業
活
動
に
関
係
し
て
い
た

か
を
民
国
『
歙
縣
志
』
の
人
物
志
の
孝
友
の
記
事
か
ら
見
て
み
た
い
。

（

）

洪
清
字
克
清
、
家
貧
、
父
遠
賈
病
没
。

（

）

胡
茂
楠
字
賓
石
、
湖
田
人
、
崇
禎
末
、
其
父
賈
於
閩
粤
、
兵
革
塞
途
死
。

（

）

胡
師
謨
字
甫
周
、
槐
源
人
、
其
祖
服
賈
江
淮
客
死
。

（

）

方
如
珽
字
子
正
、
環
山
人
、
祖
慕
塘
、
以
賈

潛
山
（
安
慶
府
）。

（

）

程
世
鐸
、
褒
嘉
里
人
、
六
歳
、
父
賈
於
外
、
音
耗
久
絶
、
・
・
・

汪
元
倫
、
大
里
人
、
兄
元
福
、
挾
貲
貿
易
、
爲
舟
人
所
戕
。
元
倫
徧
訪
江
湖

（

）

三
年
、
乃
獲
舟
人
・
・
・

仰
文

、
仰
村
人
、
其
父
大
彬
、
賈
於
楚
、
値
三
藩
兵
事
、
轉
徙
流
亡
、
絶

（

）

無
音
耗
・
・
・

方
紹
堯
字
祁
卿
、
巌
鎭
人
、
天
性
孝
友
、
・
・
・
愈
父
遺
貲
、
悉
讓
與
諸

（

）

弟
、
隻
身
行
商
、
修
祖
墓
、
建
家
祠
、
置
義
塚
・
・
・

王
士
汲
、
褒
嘉
坦
人
、
康
熙
十
七
年
、
士
汲
年
十
九
、
侍
父
華
順
、
往
四
川

（

）

販
木
、
中
途
遇
盗
、
・
・
・

程
徳
煌
字
澍
田
、
郡
城
人
、
性
孝
友
、
年
十
一
、
母
卒
、
随
父
賈
於
揚
、
・

（

）

・
・

（

）

潘
兆
臣
字
舜
鄰
、
大
阜
人
、
錢
塘
商
籍
、
康
熙
壬
午
歳
貢
、
天
性
孝
友
、

（

）

汪
錫
永
、
事
母
極
孝
、
負
販
以
供
、
・
・
・

汪
邦
潮
字
次
韓
、
性
孝
友
、
長
兄
早
逝
、
撫
其
孤
成
立
、
同
母
弟
四
人
、
皆

（

）

年
幼
、
延
師
教
讀
、
倶
爲
婚
娶
、
與
人
賈
、
無
私
財
以
濟
人
、
・
・
・

（

）

畢
致
壽
、
邑
城
人
、
監
生
行
販
揚
州
、
・
・
・

（

）

曹
榮
字
以
年
、
航
埠
人
、
乾
隆
壬
申
歳
貢
、
性
孝
友
、
兄
泉
賈
揚
州
・
・
・

汪
廷
瑋
、
富
堨
人
、
兄
弟
九
人
、
瑋
行
四
、
二
兄
四
弟
早
卒
、
瑋
貿
遷
、
以

（

）

贍
衣
食
、
・
・
・

（

）

周
長
松
、
溪
磅
頭
人
、
商
籍
庠
生
、
僑
居
杭
州
、
・
・
・

周
淳
徳
、
溪
磅
頭
人
、
父
業
賈
、
歿
於
山
東
、
淳
徳
尚
幼
、
聞
信
號
、
泣
不

（

）

食
、
・
・
・

（

）

江
槤
字
輝
宗
、
巌
鎭
人
、
早
孤
賈
高
郵
、
・
・
・（

）

胡
澂
字
鑑
、
餘
路
口
人
、
浙
江
商
籍
庠
生
、
・
・
・

（

）

胡
士
畿
字
衛
京
、
上
長
林
人
、
父
廷
仕
、
行
賈
湖
南
、
久
未
歸
、
・
・
・

（

）

洪
錫
善
字
楚
良
、
桂
林
人
、
錫
傑
胞
弟
、
賈
於
揚
州
、
・
・
・

黄
嘉
楙
字
向
榮
、
潭
渡
人
、
唐
孝
子
芮
三
十
七
世
孫
、
父
俊
灝
、
賈
於
壽

（

）

昌
、
病
歸
、
・
・
・

許
大
沐
監
生
、
幼
孤
家
貧
、
服
賈
養
母
、
嘗
客
蘇
、
聞
母
病
篤
、
急
欲
奔

（

）

回
、
・
・
・

（

）

許
兆
元
、
許
村
人
、
侍
父
賈
定
遠
、
・
・
・

畢
照
昇
、
父
本
晉
、
兄
弟
五
人
、
惟
本
晉
以
服
賈
、
稍
有
贏
餘
、
恒
資
給
其

（

）

兄
弟
、
・
・
・

（

）

曹
開
業
字
樹
標
、
航
埠
人
、
父
世
麟
、
叔
世
瓚
皆
以
賈
失
意
、
歿
於
京
師
、
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方
振
鑑
號
菱
塘
、
磻
溪
人
、
生
五
月
、
父
客
死
、
母
呉
教
養
、
周
至
少
長
習

（

）

商
、
往
來
呉
越
幽
燕
間
、
事
母
以
孝
、
・
・
・

許
炳
勲
字
静
夫
、
號
硯
耘
、
許
村
人
、
父
志
堂
、
營
商
定
遠
之
爐
橋
鎭
、
咸

（

）

豊
季
年
、
遭
亂
逃
歸
・
・
・

以
上
、
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
に
見
え
る
清
代
の
孝
友
記
事

か
ら
賈
、
服
賈
、
商
、
商
籍
な
ど
の
記
述
の
あ
る
人
物
を
抜
粋
し
た
。
各
人
の
父

親
、
祖
父
、
兄
弟
、
叔
父
な
ど
が
商
賈
と
し
て
活
動
し
て
い
た
記
述
ば
か
り
で
あ

り
、
孝
友
の
記
述
で
は
、
各
自
の
家
族
に
対
す
る
孝
行
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
家
族
が
商
業
活
動
に
従
事
し
て
い
た
事
例
が
如
何
に
多
か
っ
た
か
が

わ
か
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
二
九
例
か
ら
、
歙
縣
出
身
の
徽
商
と
し
て
の
活
動
領
域

は
、
閩
、
粤
、
江
淮
、
楚
、
四
川
、
杭
州
、
揚
州
、
山
東
、
高
郵
、
湖
南
、
壽
昌

（
浙
江
省
建
徳
市
）、
蘇
州
、
定
遠
（
安
徽
省

州
市
）、
京
師
、
呉
越
、
幽
燕
間

な
ど
そ
の
活
動
域
は
現
在
の
沿
海
部
の
河
北
、
山
東
、
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
、
廣

東
省
と
長
江
流
域
の
湖
南
、
湖
北
、
四
川
と
主
要
な
各
省
が
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
国

に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
地
は
、
一
人
の
歙
縣
徽
商
が
活
動
し

た
も
の
で
は
な
く
、
歙
商
の
全
体
を
通
じ
て
の
足
跡
で
あ
る
。

歙
商
が
最
も
得
意
と
し
た
地
は
、
上
記
の
記
述
の
な
か
で
も
頻
度
が
高
い
の

は
、
安
徽
省
徽
州
か
ら
比
較
的
近
い
、
江
蘇
の
揚
州
や
浙
江
の
杭
州
は
、
歙
縣
徽

商
の
最
も
得
意
と
し
た
地
盤
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
清
代
の
旅
程
書

の
一
種
で
あ
る
『
天
下
路
程
圖
引
』
に
よ
れ
ば
、
徽
州
か
ら
浙
江
省
の
嚴
州
府
を

経
て
杭
州
に
至
る
「
水
路
程
」
が
見
ら
れ
る
。
徽
州
か
ら
水
路
を
利
用
し
て
安
徽

省
と
浙
江
省
の
省
境
に
近
い
街
口
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
浙
江
省
に
入
り
、
淳
安
縣

（

）

を
経
て
嚴
州
に
至
り
、
新
安
江
、
富
陽
江
を
水
路
で
下
降
し
て
杭
州
に
至
る
路
程

（

）

で
あ
る
。「
徽
郡
至
杭
州
、
水
程
六
百
走
」
と
あ
る
距
離
で
あ
る
。
現
在
の
公
路

（

）

の
行
程
で
は
、
杭
州
、
臨
安
、
昌
化
か
ら
安
徽
黄
山
ま
で
が
二
八
七
㎞
で
あ
り
、

嚴
州
を
経
由
す
る
水
路
で
は
二
倍
く
ら
い
に
な
っ
た
ろ
う
。
嘉
慶
年
間
で
あ
る
が

（

）

水
路
を
利
用
し
た
琉
球
使
節
が
四
六
〇
㎞
ほ
ど
の
行
程
を
七
日
間
で
移
動
し
た
例

が
あ
る
か
ら
、
順
調
に
行
け
ば
一
〇
日
ほ
ど
で
到
着
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

徽
州
か
ら
揚
州
へ
は
、『
天
下
路
程
圖
引
』
に
見
る
「
南
京
由
蕪
湖
至
徽
州
陸

（

）

（

）

路
」
と
「
南
京
由
漕
河
至
北
京
水
路
程
」
を
利
用
す
る
と
、
徽
州
府
か
ら
寧
國
府

の
旌
徳
縣
と
南
陵
縣
を
経
て
、
太
平
府
の
蕪
湖
縣
に
至
り
、
太
平
府
城
を
経
由
し

て
南
京
に
至
る
。
つ
い
で
南
京
か
ら
儀
眞
縣
を
経
由
し
て
揚
州
府
に
至
る
こ
と
が

（

）

出
来
た
。
南
京
か
ら
揚
州
は
一
〇
〇
㎞
、
南
京
か
ら
蕪
湖
は
一
〇
〇
㎞
、
蕪
湖

（

）

か
ら
歙
縣
ま
で
が
二
〇
四
㎞
で
あ
り
、
当
時
の
歩
行
の
一
日
の
㎞
で
は
お
よ
そ
三

（

）

〇
㎞
と
の
事
例
が
あ
る
か
ら
、
徽
州
か
ら
揚
州
、
杭
州
は
お
よ
そ
一
〇
余
日
の
行

程
で
あ
っ
た
。

上
記
の
記
述
の
一
端
か
ら
そ
の
商
賈
と
し
て
の
活
動
の
業
種
に
関
す
る
記
述
は

極
め
て
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
四
川
に
お
い
て
木
材
業
に
関
与
し
て
い
た
事
実
が

伺
わ
れ
る
。

民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
義
行
に
も
、
商
業
活
動
に
関
与
し
た
賈
、

服
賈
、
商
、
商
籍
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
記
述
が
あ
る
人
物
の
記
事

を
抜
粋
し
た
。
各
人
の
父
親
、
祖
父
、
兄
弟
、
叔
父
な
ど
が
商
業
活
動
に
関
与
し

た
記
述
が
頻
発
す
る
。
最
初
に
明
末
清
初
の
人
で
あ
る
鄭
俠
如
か
ら
始
め
る
。

鄭
俠
如
、
長
齢
橋
人
、
祖
景
濂
、
遷
揚
州
、
以
盬
筴
起
家
、
俠
如
中
崇
禎
己

（

）

卯
、
・
・
・

（

）

程
量
入
字
上
愼
岑
山
人
、
孝
友
仁
恕
、
業
盬
起
家
、

呉
爾
襄
字
贊
公
、
豐
南
人
、
以
養
親
、
服
賈
豫
章
、
往
來
臨
川
樂
安
間
、
時

（

）

値
滇
閩
變
亂
、
・
・
・
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鄭
士
寰
字
名
區
、
鄭
村
人
、
賈
江
右
、
適
順
治
戊
子
金
王
二
寇
煽
亂
、
米
價

（

）

如
珠
・
・
・

（

）

汪
以
功
字
惟
敏
、
從
父
賈

、
母
卒
號
痛
、
目
爲
之

、
客
姑
蘇
有
友
、

鮑
蕃
字
公
衍
、
巌
鎭
人
、
年
十
二
、
父
挈
之
、
從
賈
於
呉
、
嘗
遊
錢
塘
、

（

）

・
・
・

汪
良
蛟
字
爾
昇
、
北
郷
獅
山
人
、
幼
喪
父
、
服
賈
青
陽
、
生
平
多
義
行
、
・

（

）

・
・

（

）

江
承
東
字
曉
蒼
、
江
村
人
、
少
服
賈
於
漢
陽
、
・
・
・

胡
文
相
字
亮
公
、
貿
遷
都
京
師
、
以
義
俠
著
、
康
熙
甲
午
、
有
仇
諒
臣
者
、

（

）

・
・
・

（

）

鮑
峻
字
清
譽
、
新
館
人
、
家
貧
好
義
、
後
業
浙

貲
漸
裕
、
・
・
・

呉
宗
聖
路
口
人
、
以
義
俠
聞
、
客
蕪
湖
、
・
・
・
又
有
呉
宗
徳
者
、
宗
聖
族

（

）

弟
、
康
熙
十
三
年
、
閩
兵
陥
徽
、
・
・
・
將
至
景
徳
鎭
、
慮
瓷
業
、
・
・
・

汪
燧
字
遂
有
、
贍
淇
人
、
家
貧
竭
力
養
親
、
所
欲
無
不
致
、
中
年
賈
於

（

）

浙
、
業
稍
振
、
・
・
・

汪
應
庚
字
上
章
、
灒
口
人
、
業

於
揚
、
遂
籍
江
都
、
富
而
好
禮
、
篤
於

（

）

宗
親
、
・
・
・

汪
嘉
樹
字
滋
榮
、
古
城
關
人
、
貢
生
、
父
登
澤
以
厚
徳
重
於
郷
閭
、
・
・

（

）

・
兄
弟
年
十
六
、
服
賈
以
養
親
、
・
・
・

（

）

何
永
昌
字
思
敏
、
富
堨
人
、
賈
於
廣
濟
縣
之
武
穴
鎭
、
・
・
・

江
春
字
穎
長
、
一
字
鶴
亭
、
江
村
人
、
少
攻
制
舉
業
、
乾
隆
辛
酉
・
・
・

經
商
揚
州
、
練
達
明
敏
、
悉
盬
法
司

政
者
、
咸
引
重
推
、
爲
總
商
、
才

略
雄
駿
、
舉
重
若
輕
、
四
十
餘
年
、
規
畫
深
遠
、
高
宗
六
廵
江
南
、
・
・

（

）
・

（

）

許
習
經
字
聖
章
、
許
村
人
、
家
貧
、
随
父
賈
通
州
、
・
・
・

程
徳
基
字
時
履
、
槐
塘
人
、
賈
於
江
西
、
貲
僅
中
人
、
嘉
慶
三
年
、
廣
信

（

）

饑
、
徳
基
捐
貲
、
・
・
・

（

）

馮
正
琦
字
景
韓
、
鴻
飛
人
、
少
習
舉
子
、
業
不
遇
、
即
就
賈
、
・
・
・

呉
榮
運
字
景
華
、
北
岸
人
、
幼
習
儒
、
父
元
貫
、
嘗
販
茶
之
京
師
、
・
・

（

）
・

（

）

胡

字
象
九
、
七
賢
人
、
賈
於
江
蘇
、
・
・
・

（

）

方
佺
字
山
企
、
靈
山
人
、
少
孤
性
敏
悟
、
嘗
賈
楚
漢
間
、
・
・
・

汪
仁
晟
字
曙
堂
、
霞
峯
人
、
生
有
至
性
、
少
孤
貧
、
服
賈
淮
安
、
洞
悉

（

）

務
利
弊
、
・
・
・

鮑
廷
璵
字
奐
若
、
賈
於
湖
北
武
穴
鎭
、
誠
信
篤
實
、
・
・
・
先
是
、
徽
人

之
客
於
湖
北
者
、
歿
不
能
歸
、
喪
日
久
多
暴
露
、
嘉
慶
十
六
年
、
廷
璵
倡

（

）

率
同
人
、
立
歸
槻
局
、
路
費
葬
資
、
皆
取
給
、
・
・
・

鮑
志
道
字
誠
一
、
棠
樾
人
、
幼
習
儒
業
、
以
家
貧
、
就
盬
筴
、
獨
行
君
子

（

）

之
風
、
矯
革
盬
商
侈
汰
、
・
・
・

（

）

汪
秉
鍵
、
豐
堨
頭
人
、
随
父
賈
於
泰
州
、
因
家
焉
質
直
、
・
・
・

（

）

王
煒
字
廣
仁
、
王
村
人
、
年
十
三
而
孤
、
・
・
・
從
兄
弟
多
服
賈
於
外
、

（

）

巴
源
立
字
於
禮
、
魚
梁
人
、
父
廷
鵬
、
賈
於
外
、
・
・
・

鮑
日
昭
字
天
彰
、
堨
田
人
、
嘉
慶
九
年
歳

、
・
・
・
長
官
咨
移
浙
省
、

（

）

告
糴
通
商
以
濟
民
食
、
・
・
・

（

）

鄭
秀
圃
字
俊
咸
、
鄭
村
人
、
幼
孤
貧
、
從
叔
賈
於
江
西
、
・
・
・

（

）

鮑
漱
芳
字
席
芬
、
志
道
子
、
幼
随
父
揚
州
、
理
盬
筴
・
・
・

王
一
標
字
士
名
、
王
宅
村
人
、
勤
謹
尚
義
、
少
貧
負
販
謀
生
、
及
長
家
業

（

）

稍
裕
、
・
・
・
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呉
鋐
璋
字
禮
南
、
昌
溪
人
、
幼
受
業
於
杭
世
駿
之
門
、
・
・
・
孫
紹
彬
、

（

）

浙
江
商
籍
、
辛
巳
恩
科
舉
人
。

（

）

葉
日
扶
字
景
升
、
新
州
人
、
業

於
浙
、
・
・
・（）

葉
日
葵
字
貞
如
、
新
州
人
、
業

於
浙
、
・
・
・

（

）

鮑
初
旭
、
棠
樾
人
、
訟
復
祖
墓
地
、
子
士
偉
嘗
賈
甌
粤
間
、
・
・
・

（

）

呉
瑞
鵬
字
雪

、
父
以
盬
筴
起
家
、
・
・
・

（

）

呉
永
評
字
衡
品
、
昌
溪
人
、
少
服
賈
燕
京
、
・
・
・

黄
晟
字
東
曙
、
號
暁
峯
、
潭
渡
人
、
居
揚
州
、
兄
弟
四
人
、
以
盬
筴
起

（

）

家
、
・
・
・

羅
福
履
字
綏
來
、
呈
坎
人
、
遷
巌
鎭
、
乾
隆
末
、
治
商
業
于
如
皋
、
・
・

（

）
・許

仁
字
静
夫
、
號
耕
餘
、
許
村
人
、
賈
於
蕪
湖
、
嘉
慶
十
九
年
、
安
徽
旱

（

）

飢
、
・
・
・

（

）

汪
國
清
字
仲
維
、
瞻
淇
人
、
幼
貧
窶
、
以
商
業
起
家
、
・
・
・

呉
景
松
字
鶴
年
、
弟
景
恒
字
渭
耒
、
昌
溪
滄
人
、
同
客
北
京
、
以
茶
業
起

（

）

家
、
・
・
・

羅
亨
桐
字

南
、
呈
坎
人
、
貿
易
江
山
縣
、
創
業
同
仁
堂
義
塚
、
咸
豊
十

（

）

年
太
平
軍
、
據
縣
城
、
・
・
・

姚
維
節
字
守
餘
、
深
渡
人
、
樂
善
好
施
、
咸
同
間
歳
大
饑
、
維
節
適
自
北

（

）

京
貿
易
歸
、
・
・
・

程
徳
成
字
謹
軒
、
馮
塘
人
、
居
滬
上
、
以
經
営
地
産
業
起
家
、
累
資
千

（

）

萬
、
・
・
・

金
高
徳
字
厚
存
、
潛
口
人
、
商
於
杭
州
、
・
・
・
呉
輔
嗣
字
彩

、
下
長

（

）

林
人
、
貿
易
南
昌
、
・
・
・

以
上
が
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
義
行
に
見
え
る
商
賈
に
関
連
す
る

記
述
で
あ
る
。
四
七
名
に
及
ぶ
。
こ
の
四
七
件
の
記
述
か
ら
歙
縣
出
身
が
商
業
活

動
に
従
事
し
て
い
た
地
名
は
、
揚
州
、
江
右
、
豫
章
、

、
京
師
、
蕪
湖
、
浙

江
、
廣
濟
、
通
州
、
江
西
、
湖
北
、
泰
州
、
甌
、
粤
、
如
皋
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
商
業
活
動
を
具
体
的
に
示
す
例
は
多
く
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
も
盬
業
が
多
々

見
ら
れ
、
そ
の
他
に
茶
商
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
、
歙
縣
商
賈
の
特
徴
を
示
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
士
林
に
も
商
籍
に
関
す
る
人
物
が

見
ら
れ
る
。

（

）

方
必
遵
字
道
行
、
世
業
淮
盬
、
・
・
・

（

）

程
浚
字
葛
人
、
岑
山
渡
人
、
以
商
籍
生
貢
・
・
・

（

）

汪
燮
元
字
玉
亭
、
大
里
人
、
商
籍
諸
生
讀
書
、
・
・
・

劉
椿
字

庭
、
敬
興
人
、
商
籍
諸
生
、
師
事
項
任
田
、
程
易
田
、
篤
学
行

（

）

動
、
勤
於
著
述
、
・
・
・

程
焜
字
可
山
、
槐
塘
人
、
儀
徴
商
籍
諸
生
、
受
學
於
呉
錫
麟
・
李
周
南
・
・

（

）
・

こ
の
四
名
の
家
族
が
商
賈
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
清
代
に
お
い
て
も
歙
縣
出
身
者
に
は
多
く
の
商
業
活
動
に
従
事

す
る
業
務
を
行
う
人
物
を
輩
出
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
歙
縣
社
会
の
伝
統
的

特
色
が
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
、
與
地
志
、
風
土

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

邑
中
商
業
、
以
盬
典
茶
木
爲
最
著
、
在
昔
盬
業
尤
興
盛
焉
。
兩
淮
八
總
商
、

邑
人
恒
占
其
四
、
各
姓
代
興
、
如
江
村
之
江
、
豐
溪
澄
塘
之
呉
、
潭
渡
之

黄
、
岑
山
之
程
、
稠
墅
潛
口
之
汪
、
傅
溪
之
徐
、
鄭
村
之
鄭
、
唐
模
之
許
、
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雄
村
之
曹
、
上
豐
之
宋
、
棠
越
之
鮑
、
藍
田
之
葉
、
皆
是
也
。
彼
時
盬
業
、

集
中
淮
揚
、
全
國
金
融
、
幾
可
操
縦
、
致
冨
較
易
、
故
多
以
此
起
家
、（
中

（

）

略
）
奢
靡
風
習
、
創
于
盬
商
、
而
操
他
業
、
以
致
富
者
羣
慕
效
之
。

歙
縣
を
本
貫
と
す
る
商
賈
は
、
そ
の
最
も
得
意
と
す
る
商
業
分
野
は
盬
商
で
あ

り
、
金
融
業
に
た
ず
さ
わ
る
典
商
で
あ
り
、
茶
葉
の
販
売
に
関
与
す
る
茶
商
で
あ

り
木
材
を
扱
う
木
商
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
兩
淮
の
盬
商
と
し
て
全
国
的
に
名

が
知
ら
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
兩
淮
盬
を
商
人
と
し
て
統
括
す
る
總
商
は
八
人
い

た
が
、
歙
縣
出
身
者
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
ほ
ど
の
実
力
を
有
し
て
い
た
。
と
く

に
江
村
の
江
氏
の
他
に
、
各
村
出
身
の
呉
、
黄
、
程
、
汪
、
徐
、
鄭
、
許
、
曹
、

宋
、
鮑
、
葉
氏
等
は
そ
の
總
商
を
輩
出
す
る
有
力
な
家
系
で
あ
っ
た
。
兩
淮
の
盬

業
が
隆
盛
時
に
は
金
融
機
関
に
も
大
き
な
実
力
を
発
揮
し
て
お
り
、
こ
の
関
連
分

野
で
起
業
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
奢
侈
の
風
俗
も
盬
商
が
社
会
に
多

い
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

歙
縣
商
賈
の
足
跡
が
北
京
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
道
光
十
四
年
（
一
八

三
四
）
刊
行
の
『
重
續
歙
縣
會
館
録
』
で
あ
る
。
同
書
の
「
重
續
歙
縣
會
館
録

序
」
の
第
一
番
目
の
序
を
記
し
た
曹
振
鏞
は
、
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

吾
歙
之
建
會
館
于
京
師
、
肇
自
前
明
、
規
模
已
備
。
厥
后
、
多
之
賢
士
大
夫

（

）

相
繼
經
畫
、
以
至
于
今
、
非
一
朝
夕
之
故
矣
。

北
京
に
お
い
て
明
代
か
ら
歙
縣
の
会
館
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
明
代
の
隆
慶
三

年
（
一
五
六
九
）
の
碑
に
は
京
師
で
活
動
し
て
い
た
歙
縣
出
身
者
は
「
以
千
萬

（

）
計
」
と
ま
で
称
せ
ら
れ
、
嘉
靖
辛
酉
年
す
な
わ
ち
嘉
靖
四
十
年
（
一
五
六
一
）
に

（

）

は
会
館
の
建
設
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
書
、
新
集
の
「
重
修
歙
縣
會
館
記
録
」
に
記
さ
れ
た
捐
輸
者
の
名
簿
に
業
種

（

）

が
明
ら
か
な
「
茶
商
」
と
し
て
七
三
名
の
名
簿
と
捐
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
同
書
、「
續
録
義
荘
后
集
」
の
「
義
荘
堆
墳
種
樹
由
」
に
見
る
「
乾
隆
三
十
二

年
至
三
十
四
年
捐
輸
」
に
商
業
業
種
が
見
ら
れ
、
茶
行
、
銀
行
、
茶
商
、
銀
楼
、

（

）

茶
舗
が
あ
り
、
と
り
わ
け
茶
商
の
一
六
三
名
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

清
代
中
期
の
北
京
お
い
て
活
動
し
て
い
た
歙
縣
商
賈
は
茶
商
の
人
数
が
最
も
多

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

道
光
十
二
年
（
一
八
三
二
）
の
蘇
州
の
呉
江
盛
澤
鎭
に
設
け
ら
れ
た
徽
寧
會
館

の
「
徽
寧
會
館
捐
銀
總
數
并
公
產
粮
税
碑
」
に
見
え
る
徽
州
府
下
の
各
郡
邑
の
捐

輸
金
の
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
よ
り
道
光
十
年
（
一
八
三
〇
）
ま
で
の
會
館

創
設
に
関
す
る
捐
輸
金
の
金
額
が
見
ら
れ
、
徽
州
の
各
邑
の
総
額
が
、
歙
邑

5,328,137

文
、
休
邑5,853,636

文
、

邑71,396

文
、
祁
邑10,841

文
、

邑319,331

文
、
續
邑712,144

文
、
旌
邑45,25,245

文
で
あ
り
、
そ
の
全
額
は

（

）

17,463,300

文
と
あ
る
。
歙
縣
が
休
寧
縣
に
つ
い
で
多
額
の
捐
金
を
拠
出
し
、
休

寧
縣
が
三
三
・
五
％
、
歙
縣
が
三
〇
・
五
％
と
こ
の
両
縣
で
六
〇
％
を
超
え
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
歙
縣
の
経
済
力
は
、
徽
州
府
の
中
で
も
休
寧
縣
と
ほ
ぼ
並
ん

で
他
を
圧
倒
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
小

結

上
述
の
よ
う
に
、
徽
州
商
人
と
総
括
的
に
呼
称
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
徽

州
府
の
歙
縣
に
限
定
し
て
、
そ
の
地
の
出
身
者
の
特
性
を
探
っ
て
き
た
。
と
く
に

民
国
『
歙
縣
志
』
の
伝
記
類
に
記
さ
れ
た
歙
縣
の
商
賈
達
に
限
定
し
て
、
そ
の
商

業
活
動
の
一
端
を
列
記
し
、
ど
の
よ
う
な
地
方
に
、
ど
の
よ
う
な
商
業
分
野
で
活

動
し
て
き
た
か
を
探
っ
た
。
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伝
記
記
録
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
歙
縣
商
賈
の
活
動
領
域
は
、
京
師
、
江

西
、
浙
江
、
湖
北
、
四
川
、
山
東
、
閩
、
粤
、
揚
州
、
豫
章
、

、
蕪
湖
、
廣

濟
、
通
州
、
泰
州
、
甌
、
如
皋
、
杭
州
、
高
郵
、
壽
昌
（
浙
江
省
建
徳
市
）、
蘇

州
、
定
遠
（
安
徽
省

州
市
）
な
ど
枚
挙
に
暇
が
無
い
。
そ
の
活
動
域
は
現
在
の

沿
海
部
の
河
北
、
山
東
、
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
、
廣
東
省
と
長
江
流
域
の
湖
南
、

湖
北
、
四
川
と
主
要
な
各
省
と
、
ほ
ぼ
全
国
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
の
地
は
、
一
人
の
歙
商
の
み
で
活
動
し
た
も
の
で
は
な
く
、
歙
商
の
全
体
を

通
じ
て
の
足
跡
で
あ
る
。

歙
商
が
最
も
得
意
と
し
た
地
は
、
上
記
の
記
述
の
な
か
で
も
頻
度
が
高
い
の

は
、
安
徽
省
徽
州
か
ら
比
較
的
近
い
、
江
蘇
の
揚
州
や
浙
江
の
杭
州
で
あ
り
、
当

時
の
人
々
の
交
通
方
法
と
し
て
の
歩
行
に
よ
っ
て
、
徽
州
か
ら
揚
州
や
杭
州
へ
は

約
一
〇
日
の
行
程
で
あ
り
、
こ
れ
ら
地
の
利
を
得
た
地
は
、
歙
商
の
最
も
得
意
と

し
た
地
盤
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

注（
�
）
寺
田
隆
信
『
山
西
商
人
の
研
究
│
明
代
に
お
け
る
商
人
お
よ
び
商
業
資
本
│
』

東
洋
史
研
究
會
、
一
九
七
二
年
一
一
月
、
一
│
四
一
三
頁
。

（
�
）
藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
」（
一
│
四
）、『
東
洋
学
報
』
第
三
六
巻
一
│
四

号
、
一
九
五
三
年
六
月
、
九
月
、
一
二
月
、
一
九
五
四
年
三
月
、（
一
）
一
│
四

四
、（
二
）
三
二
│
六
〇
、（
三
）
六
五
│
一
一
八
、（
四
）
一
一
五
│
一
四
四

頁
。

傅
衣
凌
「
明
代
徽
州
商
人
」、
傅
衣
凌
『
明
清
時
代
商
人
及
商
業
資
本
』
人
民
出

版
社
、
一
九
五
六
年
七
月
第
一
版
、
一
九
八
〇
年
七
月
第
二
版
、
四
九
│
八
九

頁
。

臼
井
佐
知
子
『
徽
州
商
人
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
、
四
〇
│

一
五
一
頁
。

（
�
）
中
國
史
學
叢
書
、『
明
代
方
志
選
』
①
、
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
六
五
年
五
月
、

二
一
頁
。

（
�
）
中
國
史
學
叢
書
、『
明
代
方
志
選
』
①
、
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
六
五
年
五
月
、

二
一
頁
。

（
�
）
松
浦
章
著
（
程
菲
菲
譯
、
曾
煥
棋
校
）「
徽
商
汪
寛
也
與
上
海
棉
花
」、『
徽
学
』

（
安
徽
大
学
徽
学
中
心
）
二
〇
〇
〇
年
巻
、
二
〇
〇
一
年
六
月
、
一
九
九
│
二
一

一
頁
。

（
�
）
藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
」『
東
洋
学
報
』
第
三
六
巻
第
二
号
、
一
九
五
三
年

九
月
、
三
七
│
三
八
頁
。

（
�
）
汪
道
昆
著
、
胡
益
民
・
余
国
慶
点
校
『
太
函
集
』
全
四
冊
、
黄
山
書
社
、
二
〇

〇
四
年
一
二
月
、
第
二
冊
、
一
一
八
一
頁
。

（
�
）
『
太
函
集
』
第
二
冊
、
一
〇
八
三
│
一
〇
八
四
頁
。

（
	
）
『
太
函
集
』
第
二
冊
、
一
一
〇
一
頁
。

（

）
『
太
函
集
』
第
二
冊
、
九
〇
三
頁
。

（

）
『
太
函
集
』
第
二
冊
、
八
五
六
、
八
五
八
頁
。

（

）
萬
暦
『
歙
志
』
巻
十
、
張
濤
、
謝
陛
著
『
明
萬
暦
・
歙
志
』
黄
山
書
社
、
二
〇

一
四
年
三
月
、
四
一
三
頁
。

（

）
張
濤
、
謝
陛
著
『
明
萬
暦
・
歙
志
』
黄
山
書
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四
一
五

頁
。

（

）
張
濤
、
謝
陛
著
『
明
萬
暦
・
歙
志
』
黄
山
書
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四
一
五

頁
。

（

）
張
濤
、
謝
陛
著
『
明
萬
暦
・
歙
志
』
黄
山
書
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四
一
五

頁
の
脚
注
を
参
照
し
た
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
風
土
、
一
ａ
。
以
下
ａ
は
表
、
ｂ
は
裏
を

示
す
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
風
土
、
一
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
五
、
藝
文
志
、
奏
疏
、
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
風
土
、
二
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
二
四
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
二
四
ｂ
。
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（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
二
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
二
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
二
六
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
二
七
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
三
〇
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
三
七
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
三
七
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
四
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
七
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
七
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
八
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
八
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
八
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
九
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
五
九
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
六
一
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
六
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
六
七
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
六
七
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
六
八
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
六
八
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
七
二
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
七
二
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
七
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
八
、
人
物
志
、
孝
友
、
七
四
ｂ
│
七
五
ａ
。

（

）
楊
正
泰
校
注
『
天
下
水
陸
路
程
・
天
下
路
程
圖
引
・
客
商
一
覧
醒
迷
』
山
西
人

民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
九
月
、
三
六
〇
│
三
六
二
頁
。

（

）
楊
正
泰
校
注
『
天
下
水
陸
路
程
・
天
下
路
程
圖
引
・
客
商
一
覧
醒
迷
』、
三
六
二

頁
。

（

）
『
全
国
交
通
営
運
線
路
里
程
示
意
圖
』
第
二
版
、
人
民
交
通
出
版
社
、
一
九
八
三

年
六
月
、
一
四
三
頁
。

（

）
松
浦
章
「
清
代
琉
球
使
節
の
福
州
・
北
京
間
に
お
け
る
清
官
吏
の
伴
走
」、
松
浦

章
「
清
代
中
国
琉
球
交
渉
史
の
研
究
」
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
一
〇

月
、
七
一
（
五
二
│
七
八
）
頁
。

（

）
楊
正
泰
校
注
『
天
下
水
陸
路
程
・
天
下
路
程
圖
引
・
客
商
一
覧
醒
迷
』、
三
九
四

頁
。

（

）
楊
正
泰
校
注
『
天
下
水
陸
路
程
・
天
下
路
程
圖
引
・
客
商
一
覧
醒
迷
』、
三
九
四

│
三
九
五
頁
。

（

）
『
全
国
交
通
営
運
線
路
里
程
示
意
圖
』
第
二
版
、
一
三
二
頁
。

（

）
『
全
国
交
通
営
運
線
路
里
程
示
意
圖
』
第
二
版
、
一
五
五
頁
。

（

）
松
浦
章
「
清
代
琉
球
使
節
の
福
州
・
北
京
間
に
お
け
る
清
官
吏
の
伴
走
」、
松
浦

章
「
清
代
中
国
琉
球
交
渉
史
の
研
究
」
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
一
〇

月
、
七
一
、
七
五
頁
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
一
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
三
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
三
ａ
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
四
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
二
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
三
〇
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
三
四
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
三
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
三
六
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
三
七
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
三
九
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
四
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
四
三
ａ
。
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（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
四
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
四
九
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
〇
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
三
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
四
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
五
五
ｂ
│
五
六
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
六
二
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
六
三
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
六
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
六
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
〇
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
〇
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
〇
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
二
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
四
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
六
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
七
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
八
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
九
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
七
九
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
〇
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
二
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
五
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
六
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
六
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
八
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
八
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
九
、
人
物
志
、
義
行
、
八
九
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
〇
、
人
物
志
、
士
林
、
一
一
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
〇
、
人
物
志
、
士
林
、
一
四
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
〇
、
人
物
志
、
士
林
、
一
五
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
〇
、
人
物
志
、
士
林
、
一
八
ｂ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
〇
、
人
物
志
、
士
林
、
二
三
ａ
。

（

）
民
国
『
歙
縣
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
風
土
、
六
ａ
ｂ
。

（

）
李
琳
琦
、
梁
仁
志
整
理
『
徽
商
会
館
公
所
徴
信
録
匯
編
』
人
民
出
版
社
、
二
〇

一
六
年
一
二
月
、
上
冊
（
上
下
冊
）、
一
三
四
頁
。

（

）
李
琳
琦
、
梁
仁
志
整
理
『
徽
商
会
館
公
所
徴
信
録
匯
編
』
上
冊
一
四
一
頁
。

（

）
同
書
、
一
四
一
頁
。

（

）
同
書
、
一
七
三
頁
。

（

）
同
書
、
一
九
六
│
一
九
九
頁
。

（

）
蘇
州
歴
史
博
物
館
、
江
蘇
師
範
学
院
歴
史
系
、
南
京
大
学
明
清
史
研
究
室
合
編

『
明
清
蘇
州
工
商
業
碑
刻
集
』
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
二
月
、
三
五
八

頁
。

（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
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